男女が 下落した カヮセ 関係の ようにく つついて、 街頭 

の 放射線から 人口 呼吸の 必要な ところへ 立 去って 行つ 

た。 

午後 十一 時 ごろであった。 大阪 からな がれて きた チ 

ョダ • ビルの ダン サ— 達が 廃れた 皮膚 をして ァス ハル 

トの 冷たい 街路に 踊る 靴 を すべらした。 都会の 建物の 

-乃 う ろ う 

死 面に 女達 は 浮気な 影 をう つして、 唇の 封臘 をと ると 

あお ざ 

一 人の 女が 青 褪めた 朋輩に 話しかけた。 

「あのな あ、 蒙古 人が やって きはつて、 ピダ ホヤ グラ 

ガル チュ トゴリ ジァガ バラち ゆうの や。 あは ははご 

「けったい やな あ、 それなん や ご 



云った。 

すると 太 田 ミサ コは、 ソファに 片脚 あげて、 ス トツ 

キング を 結んだ 華美な 薔薇の 花模様の 結び目 を ゆるめ 

ると、 

はれんち あ びき 

「いくら 破廉恥で も 淫売 婦の 逢い 曳じ やない のよ ご 

「これ は 失礼。 だが、 不眠症になる ような 取引 を 申し 

こまれた の は どこの マクロ— 様 かね ご 太 田 ミサ コは 

力ぎ 力た 

鉤 形の 鼻 を 鳴らして 殺風景な 部屋 椅子に 腰を下ろ すと、 

埃の つんだ 卓子に 片 ひじつ いて、 

「ほほ、 それで は バル. セ ロナ 生れの 伊達 ものに は 見 

えない わ。 それとも お前さん は 妾に 弱味で も あると 



すでに 彼女 は 隠密に もの を 云う 女に な つていた。 

「あら、 こう 云った からって 妾 は 打算と 赤 鼻が 好き さ _ 

ぜひお 願いし ます わ。 と、 云う の は 妾が 愛撫して くれ 

る 男 を 待って いる わけ じ やない わ。 実は マクロ ー に 

だって 衣裳が 要る ように、 あなた 妾 を 労働 女に して 街 

に棄 てないで ちょうだい。 分って ご 

きはん 

厚化粧した 彼女の 覊 絆の 下で 男が 云った。 

「わし は そのお 礼に よって、 あとくされと 紛議 を かも 

さない ように 奥さんに ご用 立てし ましょう ご 

「利子 は 妾よ ご ずばりと 彼女 は 云う と、 化学的な 香料 

のにお い を 発散 させながら、 黄 煙草の けむりで 太田ミ 



に ふれた。 一刻 後、 太 田 ミサ コは グリ ー ブスな 武者 わ 

らい をして、 ハンド • バッグに 一枚の 紙片の 重さ を感 

りゅうだん 

じながら 支那 ホテルの 階段に 榴弾 の 音 をた てて 下降 

した。 
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戸外に 彼女が でる と、 夢 黄 病の ように 燻んで しめつ 

た 月が 建物の 肋骨に かかって いた。 

彼女が 臘 虎の 外套に 顔 を うずめて 銀色の 夜半の 灯の 

もと を、 二、 三 歩す すまない うちに、 金 格子の 門衛 室 



る わご 

困憊した 女 記者 を 尻目に かけて、 彼女 は 一 枚の 名刺 

を 手渡す と、 既に 通りかかった 車に のる と、 疲労した 

からだ を クッションに 埋めて 都会の 大 桟橋 を 右に 折れ 

た。 

「畜生！ これつ ぼ つし の 目腐れ金で 妾 をろう らくして 

売女 奴！」 

仏国 ポ— ル 商会 代理店 太 田 ミサ コ 日 比 谷 街 
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と、 記された 花模様の 名刺 を 太い 手首に 丸め こむ と、 

かの 女 は 豚の ように 空中に 跳ねた。 



翌朝、 太 田 ミサ コは 支那 ホテルからの 電話で めざめ 

た。 

肥大した 男の 恋愛の つづき を 受理す る 女の ように 頑 

健な 裸な 腕 を 寝床から さしだす と、 受話器 を 整形 さ 

れた 小さな 耳に あてた。 「あんた は ミサ コ さんかね ご 

と、 相手の 男が 云った。 われ 鐘の ような 濁った 声が 彼 

女に 黒奴の ような ジ ヤマン . チ ー ズの 腐った 臭の する 

厚い 唇 を 思い出させた。 



て くれば 手附の 十倍の 報酬 を 進呈す る わご 

「売り こむ の は？」 

「XX の 夕刊 新聞 ご 

ふたたび ミサ コは 肥大した 女 を 威喝す るよう に 女 記 

者に 云った。 

「あんた、 もし 裏切る ような ことがあれば 妾が どんな 

こと をす る 女 か 知 つてい る？」 

太く 短い 女 は 立 あがる と、 いらいらして 部屋 を 踵 

のない 靴で あるいた。 やがて 落ちつき をと りかえ すと 

女 記者が こたえた。 

「では、 さようなら。 マダム。 I 



「さようなら。 あんた は、 たのもしい 方 だ わご と、 彼 

女が 云った。 

しおれた 女の 足音が 遠の くと、 ミサ コは女 記者が 青 

バスに 太い 拳 を さしあげ るの を 見た。 ふたたび 力— テ 

ンを閉 すと、 強大な 彼女の 自信が 昨夜からの 疲労の た 

めに 惨めに もくずれ 始めた。 
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一刻 後、 太 田 ミサ コはタ クシ ー の クッション にもた 

れて官 省 広場の 並木道 を 疾走して いた。 大 島の かさね 



を 黒い コ— トで つつんで、 リスの 毛皮 を 左 乳に 垂らし 

た、 頰紅を ささない 蒼白な 厚化粧の 女が、 いつも 一点 

をみ つめ 前後の 気配 を 感ずる 都会の 女の 乗った 車が、 

中央 九番 街の クロス . ヮ ー ド 模様の 東洋 銀行の まえで 

停止す ると、 彼女の フェルトの 草履が 石畳 を 踏んで 衣 

服の 黒い 裾 裏が 地上 を 流れる 風に はねかえった。 

ミサ コが 廻転 扉から 出納 口につ かっかと 進む と、 コ 

きょ うた い ろうば い 

ケット な 彼女の 嬌態 に 狼狽した 行員が 自覚 を 失った 

指先で 紙幣 を かきあつめた。 奥の 大 卓子の 支配人が 彼 

女に かるく 会釈 を かえした。 一 枚の 小切手が 一 かたま 

りの 紙幣と なって 出納 口からで てく ると、 銀行 を 背 



「そうさ、 俺達の 友情 はこの 東京で 育つ に 工合が いい 

んだ。 お前 ミサ コ さんに 世間 ありふれたお 粗末な 友情 

でお つきあいして は 不可ん よご 

「分って いる わよ ご と、 彼の 同棲 者が 意味 ありげ にこ 

たえた。 
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ィズモ 町の 太 田 ミサ コ 経営の ポ— ル 流行 品 店で は、 

早朝から 商品 窓 の マネキンに 黒山 のよう な 人 だか りが 

していた。 入口の 勘定 台の 女の 鋼鉄の ような 指が 動く 



「この 方 は 妾 の 顧問弁護士 で ^ /ざいます ご 

力 リタ を かえりみて 彼女が 相手の 痩せた 男に 云った。 

「妾 はいつ も 間違いの ないよう にお 取引 を 致します か 

わりに、 それだけに、 龃 引の ある 商人 的な お 取引 はい 

やな の でございます。 それに 妾 は 女で ございま すから、 

お話しが むつ かしくな ります と 手 を 引く ょリ 外に 道が 

ございません。 では、 三 マルと して 手 を 打って いただ 

きとう ございます。 妾 は 女で ございます もの、 それな 

のに あなた 様の 土地 は 無力な 妾が つねから 欲しい と 

思った 土地なん でございます。 三 マルで おゆずり くだ 

さい ませ。 いつまでも ご 恩に きます わご 



ために 妾 は どんな ことで もしての ける わご 

ミサ コは 歳入の たらない 夫の 沈黙から はなれる と、 

階下に 彼女 を おとずれた 人々 に 居留守 をつ かつ て 裏口 

から 銀座に あらわれた。 
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太 田 ミサ コ にと つ て 巿街は 相場の 高低 表で あつ た。 

られつ 

しかし 彼女に とって この 街 は 無意味な ものの 羅列に 過 

ぎなかった。 有閑 者が この 街 を 自分の 調査 機関の よう 

にたえ まなく 往来して、 記憶 を タイプライタ ー で 刷り 



あげる と、 不生産的な、 非 社会的な 報告書し かつ くれ 

ないような 愚な 街であった。 

だが、 彼女が ォヮリ 町の 十字路まで やってく ると、 

中央の 「ゴ —」 「ストップ」 と 書かれた 赤い 建 札の 廻転 

が はじめて 意識的な もの を 彼女に 感じさす ことができ 

た。 ミサ コがス キヤ 橋の 方向に 顔 をむ ける とふた たび 

生きた 記録に 彼女 は 接した。 A 新聞社の 電気 告知の 綴 

文字が 事件 を たえまなく 運搬した。 

『ホン ジッヲ モッテ キン ュ シ ュッハ カイ キン サレ マシ 

タ。』 

『セン ダガ ヤノ ショウ ジョゴ ロシノ ハン 二 ンケン キヨ 



-J 



ヨウ チ ュ ウノ X X ハフ 

キソ トケッ ティ シマシ タ。』 

『セィ ユウ カイ ハツ ィニ カイ サン カイ ヒゥン ドウ ヲス 

テテ カン ブカイ ハ、 ゥンヌ ン。』 

伝書鳩が また 新しい 事件 を もって 新聞社の 楼 上に ま 

い 下りた。 ラジオの 経済 通報が 全市に ひびきわたった。 

ミサ コは 通りが かりの タ クシ— に 乗る と 力 ブト 町に 

向って 車 を 疾走 さしていた。 

東 株 ビルデ ングの 石造の 大 建築が、 人物 を ザンバ の 

ように 呑み こんでいた。 数百の 受話器が 仲買人た ちの 



ふちょう 

耳に 瞬間に 数千の 符牒 を 発した。 踏む ものが 一 巡す る 

ごとに、 人々 がな だれ をう つ て 台場 台場 を うずめた。 

そのたび に、 黒い つめえり をつ けた 行員が 矢の ように 

場内 を馳 せま わった。 

太 田 ミサ コは売 あびせの ために 底値 を 入れた X X 新 

株の 反撥 を 予想して 買い あつめる と、 雑株 安 を ねらつ 

て、 引た たぬ X X 百貨店 株 を 後場 引 値で、 これ を 指名 

人に 買わす とさつ さと 場内 を 引 あげた。 強弱の 火 華 を 

消して 無念無想の 境地 を も とめて 人々 が 四散した。 
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白い カラ— をつ けた、 i 奴の ジャズ • シン ガ ー が 高 

層から 拡声器に 厚い 唇 を あてて 流行歌 を唱 いだした。 

よいやみ 

都会に 宵 暗が せまって、 満艦飾 をした 女が タク シ ー を 

盛り場に とめる と、 貴婦人 気どりで 歩道 を 行ったり 来 

たりした。 地下室の 踊 場で は、 タキ シ— ドの 男と、 夜 

会 服から 黄色い 腕 を だした 踊 子と が 胸と 胸の 国境 をデ 

リケ— トな 交錯で 色 どりながら 踊った。 

ポ— ル 流行 品 商会の 二階の 美容 室で は、 太 田 ミサ コ 

が 弟子に からだ 中に 花粉 を はたかせ ていた。 ひる 間 商 

品 窓に 飾って あった、 マルセ ー ュの 歌劇 女の きる よう 



男た ちの 漫然と した 不可解な 顔と、 理智 的な 侮蔑の な 

かをク ジャク のように 満開して、 奈落から 通ず る 楽屋 

へ 座頭の ャ マジ. マツ ノスケ を 訪ねた。 マツ ノスケ は 

彼女 を 見る と 番頭 を 遠ざけてから 云 つ た。 

「や あ、 奥さん。 驚くべき 美し さです な あ。 あんた は 

い つで も 僕に 女性に たいする 懐疑 を棄 てさせます よご 

ミサ コは オペラ • バッグから 祝儀袋 を だすと 彼に わ 

たしながら、 

「妾 は あんた のお 世辞 をき くと もう 夢中に な つてし 

まっている のよ。 しかし 妾 は 宣伝 はわ すれない わ。 幕 

間 は あんた、 場内の 視聴 を 妾に 貸して ちょうだ いご 
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